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の促進劫典であらら.t思t与れる｡葬5,硫安
は活性*Iこ封しては朔収の効果を持ち,藩校

加熱(第一報)の歩合の恐火が上昇拭俵少(数
十虚)にすぎねが舛安6%混入活性朱の腐渦 一

敬火鮎 (故報) は 1890C も上昇し評著Ts
阻止作用と示した｡之に反して故安では瞬間
焚火鮎P=は効き由''少い｡又鰍 化物を含む黒一

也,褐色未払 東砂に封しては褒欠餅 二は効

典が少いが低地曲線は何れも特殊の階段秋を

示し蓉火以後に於･T低俊の抱擁を阻止する効
果が大である｡

済世≦掛こはかヽる･不蓮如 ･.生じない鹿を見

ればとの階段耽鵬 は之等0塩が凍樺的TL阻 ー
血作用を持つ邸が知られる｡東粟倉有丑の多
少によ5反感が中断される位鑑が此餅的に変
化してみる(好一報)布からも済安は有椀物の

萄火 (分解)を坤へる力はT3いがそれが分解 ･
した以後の未来の電火を防止する効果拘 る

ものと玉へる｡沸安自身の分解は1000Cよか

60QOCに重き肌 殆ど梯 的に虐使に分解し
6030Cに蓋って急速に進行する｡之は坪安が
攻熟に分解して頼政,無水癖酸とな5,この
他鮎 56)OC以後では茶色が盛んにTL-る｡
掘って6qOでC以下の温度に於てP,05の脱
水作用か作用する称が想像されるので始めか

らPIOoを加､て実験し1:軌 J:b強VT阻止
作用を示し矢張り階段状の燃焼曲線を得1:｡

争is,燐安.硫史 ,Nfl-Cl等の木材不鮒 ヒ
Ii:ヨ

不 発 管 ､鳴

2T

停点を之琴が舟解して生する銀水の沸乱 放
散,.塩酸等による舵永作用に脚する政明がな
･され,群発之等を捉じ1=兼材を焼くとホ未の
牧率が増加する串が報合せられ7=｡(RibhAL
r血on:CheEB.Ind.盟(1937)202T)
この戚 作用I=よは 地が防止される布は

直ちに了解されるが妨一報に示した如き階革
釈放焼 (清肝茨の場合を除き)を行ふ布は駄
明されね｡著者d独文では易分解の有墳物の

弁解;:封しては脱水的に作用し,女で:おきU
の換地に移る際水の幕魯熟や鱒酸による勲の

吸牧のT:め幽 泡脚 囁較せられ15くなら反

塵が中断される｡女で炉過の上昇と如 こ再び

一失棄分の旗焼.bi始まる.
.:この時沸安等は高温のため分解し舵水力も

弱ま5自身も薫染するため阻血作用は開くTJ.-
る｡活性朱ではその後mの歩合のみが現ほれ

るので階段状とはならす柵焚火を迎帝せしめ
るのみにて均斉に鵬 してt?くものである
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韓安混入活性米の珂Ⅶ漁火鮎が甘しく掛 ,
事は燐安の熱分解生成物が淡紫喪両を改ひ,
壁叉は配架との癖鯛を防ぐ名ではないかと考

へられるが作用機構の辞細は不明である｡
本軒先はEl鉄幹串軒先焚付金及び野犬-エ蘇魯
辞先史にAうものである己とむ妃し,叉世 榊々故
扉を瀕いk.tlJ事故払 何曲助軟投rCa煎肘ナ与｡

電 亀 雷 管
(撃和23年3月13日受忍),

骨 且 異 称 畢*

工 緒 甘

畑 の坑内では柵安系榛等の不良は電束雷

管o不良と非に増産上非常な支障を来す｡此
の調査は故事の末期に於で不壊管噴雷管とし

て北舶 畑 14･坑から集めた約300竜 につ
いて井の原田と安任別を明かにしたものであ
る｡

Ⅱ 旬執史用薮と不良胃管
及,不文屯象雷管の碓 ･.､

北棚 14畑 から不敬として連出されT=東
萩筋管3186本に･/)を群乱 斌坑,起臥 起爆
喝枕の測定た行DL併せて解体して内部の政轟

を行つT=｡井の鈴掛よ1735本BPも約50%は尋

適のみろもので注意報い何等の拭除に供せら
与る串なく慶乗されで居た布が痕せられる｡
曳造昏敢別に見るとA鉦63%B牡37% tT
ある｡

導曲ある1735本の寵泉抵抗は斡肘鉄は平均
4.0前壊鍋輸1.3前後エウA線1.0飾後であ
へるが最大最小の垂は耽る大きいC抵糊 定i･

鮭7=1482本の中369本につき起爆純漁を行っ
た結果は19本の甘q52L本の不硬を出し1=｡又
専通あるiの1103本t=つき一本の起爆聴托丸
皮の結果ほAB杜共飼脚 線弗l=卑敬で3Ⅶふ

Ai-)に.集中tJ.エサA脚線の場合は畠として
300mA(+)に典中する｡(但し時間の概念は-

*(札焼石東武梅改放野吠曲折)
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入れてゐTSい)此盛でも管曝23本不変56本を
生 じた｡ _

糞1.舶 ヒ糊 節米故地出費料に基いで作つ
1=骨幹使用故と非の不敬骨噴散である｡

虫 1. 北港 並農 癌 r_放 け る常 督便d丑 と不 政敵

的丑年鹿田亜群gt I14 15 .16 17 " J.
9 計璃 壷 蔚 山 敷 ll lS 16

18 18- 1○局点 電束雷管使用急く拳) 339%1 鵬 9591818 6
38401 69 487 163399不不費鑑甘故 (本) 8% 14

06 3即応 由69 6256 13999 町163価甘
昏qt骨敷 くQ) 60 1180 1 8○88 10080l晋豊㌫ 空言

a(Sx) 0.09 0.02 ○.08 0.08 0.09 0.44 .0.19甘也̀骨管讐包屯曾使用放く
事) 23435姶 73与7 31673 106766.178893 111089 78

6119不女官帝政(♂) 4_ 8一 2 14使用故rt封する此申 (X)

0.○ol向収価管

刺弊冊管 旬 管 故 (本) 408 986 1174 1

841 9988 ○8○4 10741甘 池 取 替 (〟) ー4r 8 l9
14旬甘不免故に封

するLg]耽旬皆地中.(%)

61■富 旬 世 数 (秦)器 糊 館肝放 くQ) 391 .

954. 10由 1688 2

473 如lO 189784 8 2

14言等筈覧 封(1%8,

88切 甘 故 (事)の
17 12 91 178 488

1986 9768b去 豊艶 那 k)′

17緒局El奉の領泉雷管Pは一本に
?.3-0.4A思塵0,6-1.0V舟丑では0.6-α
8AiePも火花の蚤する畏皮必嬰で究際には軽 }tの抵境が

入るから1.OA桂皮としてみる所以であも

う｡故初から埠租のないもの1

400本は解体して内衣 -3. 不 費 曹

部o観察を行IDた○Ⅱ.不切 替の原田一以上の就除の鎗具から之を袈遮音,使用

者の安住別に分けると変-2の様にT3る｡昏

責 任 Ba･如 上の扶Fa 使用上の
政的 . ●計噂重なきもの * I .i1369



■■

兵淳 ;不 鼓.骨 砂 寸 丸 冊 甘

ーePも投初から笹添わないものの中tこは使用■■
背側の根城的帝皐琴に依る白金架血の91噺又

は府政噂に依る不費も多如まあらうが,約牛

革は何噂異状が温められす全く褒鼓操作の鼓
胞と罷めて良いもの<ある●

之噂は主として鼓塀に起因するもの,出火

に起因するもの,簡痕に起因するもの等に分

廿る串が出水る (辞軸路す)｡ 某薪の粥圭に

僻tlば昭和19年の或1ケ月間に於ける成東晋
:管の使用故48008木内不LB1釘本管qB963本
_之を使用ケ良別に見iと准尉 ･y〆で乳6兎

清純 額越え33V冷静却0.7%滑庁昇1_8
'3g臼井叫%石坑荘耕地7.6%石卸で4.3%の
不蓉管qlを出し,不丑を出すのは同一供血
･伐ってなされて居る｡

･夷に印好の典故者の鉄路と謎めらるるもの

固 1. 不 菅 Lq 田 の

'1)諾発 音 (9)妄念芽二本

(3)盛付白金東銀(4)A.魚中央に中田玉
′ _ Ⅳ.･輪 台一概t=不専

管鳴官管と官っても井の依って滞る放任は以上の

嗣査では雷管と葡故地作とで幼年LTSけれ
ばならない糠であ.る'.盤い時間内に不便とな味件と取OL乍ら速かt=作最を 29は管

屯に於で脚 6%B鉄郎好不敦に於ではA脚
邸 B牡98%とな5威力の小さいもの,抽串のみに出火Lt=もの,･親声と白金架線の

地政不良のものが大多虫で硫葬の内部食入,白

金稔の平田付不良のもの,一日金額埠に牛田の玉の

附療するもの,.白金架線の反伸せるもめ,短か過ぎ

るもの,白金琴線や脚線が管体tこ掬 してゐ

るもa),内部脚線噂捷弟せるもめ,白金架蝕二本のもの.白金架線の鮒 の

もの,焼餅不鮎火のもの･,白

金架扱晩節せぬもの,最初から白金架線a>なV,tもの等少数

政見されT=(鮮軸路す)｡'管では骨錐
に急襲のあるもO.曲集の過多のもb,英他の

管見さ●れた事もあっJ=が,今回の紬 中に

は之に朔するものは出なかった

｡一 助 (内部解体32倍)(


